


































































































自転車競技 3 2,017 14.9
柔　　道 11 15,861 6.9
ラグビー 8 22,434 3.6
サッカー 21 165,977 1.3
バスケットボール 10 94,433 1.1






































自転車競技 101 34 7 140 3 44 329 2,017 16.3
柔　　道 861 1,134 326 1,089 541 105 4,056 19,931 20.4
ラグビー 2,364 1,504 702 2,278 727 471 8,046 22,434 35.9
サッカー 8,964 6,362 800 7,749 2,675 1,001 27,551 176,928 15.6
バスケットボール 6,269 7,556 1,065 4,960 3,369 1,165 24,384 153,211 15.9






































































































































































































































































































































































01 ２年 死亡 ✓ ✓
02 １年 負傷 ✓ ✓
03 ２年 負傷 ✓ ✓
04 １年 死亡 ✓ ✓ ✓
05 ２年 死亡 ✓ ✓
06 13 １年 死亡 ✓ ✓
07 不明 負傷 ✓ ✓ ✓
08
14 ３年 死亡 ✓ ✓
15 ３年 死亡 ✓ ✓
09 １年 負傷 ✓ ✓ ✓
10 １年 負傷 ✓ ✓ ✓
11 １年 死亡 ✓ ✓ ✓
12 １年 負傷 ✓ ✓
16 １年 負傷 ✓
17 ２年 負傷 ✓ ✓ ✓
18 ３年 負傷 ✓ ✓
19 １年 負傷 ✓ ✓
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なのは言うまでもない。
　高体連の自転車競技専門部は「自転車競技における事故防止のガイドライン」（2018年）⑾におい
て自転車競技の安全指導と安全管理についての指針を示しており、「事故防止のための４ヵ条」を
以下のように挙げている。
１ 　個人のレベル（体力・技能）を顧慮した無理のない指導計画を立て、基礎走行技術の習得を
段階的に行う。
２ 　競技ルールを十分に理解し、遵守する。また一般公道で練習する際は、交通法規・マナーを
遵守する。
３ 　自転車の整備不良は重大な事故につながるので、選手自身が日頃から整備点検を怠らない。
４ 　天候・気候・湿度に注意し、熱中症防止のため、水分や塩分などを適切に摂る。
　事故事例の集約結果からも、この指針のうち特に１・２の必要性を理解することができる。また、
ロード競技の「日頃の練習や競技大会に潜む危険因子」として、「側道から進入してくる車両や歩
行者との接触事故」「前方不注意による相互接触で転倒する」「路肩の凹凸、段差でバランスを崩し
て転倒する」「下り急コーナー部で曲がり切れず転倒する」「集団走行中の急減速による相互接触で
転倒する」「疲労、高温、水分不足、エネルギー不足による体調不良」「車体の故障・破損や整備不
良」を挙げている。学校の安全配慮義務として、これらの「予見される危険」に留意して指導をし
なければならないということである。
　この他に、安全配慮義務の内容として気象リスクの管理を挙げておきたい。自転車競技の練習に
おける主な気象リスクは熱中症と落雷である。土や芝生の上と異なり、アスファルトの道路上では
特に夏場の午後になると舗装が温まり体感温度が高くなる。先の「指針」でも注意が喚起されてい
るように、暑い場所で常に直射日光にさらされる自転車ロードレースは熱中症になりやすい。熱中
症予防のために規格化された指数であるWBGT（暑さ指数）を確認し、警戒が必要な場合は休息
や水分・塩分の補給に十分留意しながら練習する必要がある。また、雷注意報の発令中は一定時間
ごとにレーダーを確認し、近郊で雷活動が予測されている場合は雷鳴に注意し、すぐ屋内に退避で
きるよう計画を立てることである。雷は地域によって発生が多いところと少ないところがあり、ま
た集中する時期も異なる。たとえば、気象庁の統計⑿によると埼玉県（熊谷）では2018年の雷日数
は14日であり、６月～９月（最多は８月）に集中している一方、石川県（金沢）では雷日数が32日
あり、夏場よりむしろ冬場に多い。地域ごとの気象の特徴を知り、雷が多く天気が急変しやすい季
節には予報に注意するべきである。
───────────────
⑾　全国高体連自転車競技専門部「自転車競技における事故防止のガイドライン」（2018年）（http://www.hs-cycling. 
com/jimukyoku/2018/accidentprevention_guideline_20180420.pdf）
⑿　気象庁「過去の気象データ検索」（http://www.data.jma.go.jp/obd/stats/etrn/index.php）を使い「熊谷」「金沢」
の統計データを検索した。
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３．おわりに
　自転車は、人の力だけで最も効率よく、速く遠くに移動できる便利な交通手段である。2017年に
は自転車活用推進法が施行され、環境にやさしく便利で、災害時にも強く、健康増進・体力向上に
も資する自転車の活用・推進は、国家的政策にもなっている。特にロードレーサーは軽い車体に細
いタイヤを備え、舗装道路を速く走ることに特化しているため、平地であれば時速30キロメートル
を超えるスピードで巡航し続けることも難しくない。空気抵抗による疲労を避けるため先頭交代し
ながら集団で走れば、さらに高速で走り続けることもできる。このように風を切って走るのは爽快
であり、スポーツとしての魅力でもある。
　しかし、自転車競技の練習・大会には事故・怪我のリスクが常に付きまとうことも否定できない。
身に着けるのは薄いジャージ１枚で、プロテクターも装着せず、自動車並みの速度で走行中に落車
したり障害物に衝突したりすれば、大きな怪我につながりかねない。特に高等学校の部活動であれ
ば、技術的にも精神的にも成長途上にある生徒が競技者であることを念頭に起き、十分な安全配慮
をしていく必要がある。
　本稿では、主に高校生の自転車競技部の事故事例の収集によって公道上で「予見される危険」の
具体的内容を明らかにし、自転車競技部の指導における安全配慮義務について検討してきた。公道
での練習にあたっては、単に交通法規やマナーを守ればよいというだけでなく、事故発生をできる
だけ減らすための配慮をしなければならない。自転車競技に事故はつきものと思考を放棄すること
なく、防げる事故を防ぎ、最大限安全が図られるようにしていくべきである。
　一方、競技場内で行うトラックレースなどの他種目の指導にあたってどのような安全指導をする
べきかについて本稿で検討することはできなかった。また、自転車が関係する事故の防止という観
点では、歩行者との事故など自転車が加害者となるケースについても議論が必要であろう。自転車
運転者に高額な賠償を命じる判決⒀もあり、賠償責任保険のあり方についても考えておくべきであ
る。例えば埼玉県では2018年から「埼玉県自転車の安全な利用の促進に関する条例」により自転車
保険への加入が義務化された。他に滋賀県、大阪府、京都府、兵庫県、鹿児島県でも同様に義務化
されており、全国に広がるかどうか注目される。これら残された課題については今後改めて詳しく
検討することにしたい。
【注】
　本稿は、早稲田大学特定課題研究助成（課題番号2018B-344、2018K-434）による研究成果の一部である。
───────────────
⒀　小学生が自転車で歩行者をはねて怪我を負わせた事故で、約9520万円の賠償命令が出された。神戸地裁2013年７
月４日判決（判例時報2197号84頁）。
